
都市の風景「阪和貨物線跡」 

 

 『市政研究』217号、2022年 10月の巻頭「都市の風景おおさか」は、阪和貨物線跡

（大阪市平野区）。かつて関西線久宝寺駅から阪

和線杉本町駅に至る貨物線だった。天王寺を経

由せず両線を結んでいたことから特急列車や臨

時列車が走ることもあったという。 

だが、2004年に休止、2009年に廃線となった。

過疎地のイメージがつきまとう廃線だがこの大

阪市内にもあちこちに。1980 年に廃線になった

南海平野線や 2016年に廃止になった阪堺上町線

の住吉―住吉公園間など。だが廃線跡として残

っているのはここだけかもしれない。 

(なお、ネットによると阪和貨物線は関西線の

八尾駅と阪和線の杉本町駅間のようであるが?) 

下の写真 2枚は、大阪公立大「杉本図書館」の帰りに撮ったものだ。阪和貨物線跡の

杉本町駅近くの風景。左が八尾、

右が杉本町方面。貨物線跡を通っ

て、地下鉄「あびこ駅」に向かう。

最近は腰痛の影響もあって、つい

バスに乗ってしまうが。 

阪和貨物線跡に注目するのは、

遠い昔の記憶による。 

何回もレポートしているように、信州大をなんとか卒業して、親の反対を押し切って、

大阪市立大の大学院をめざして貨物線近くに下宿した。宮本憲一先生『社会資本論』に

憧れて、先生のもとで学びたかったからだ。とにかく大学近くに下宿して、お金がない

ので「もぐり」で、大学院ゼミに参加させてもらった。2年にわたる浪人時代には、朝

から晩まで図書館を利用した。信州松本で大学生活を過ごしたこともあり、大阪の夏の

暑さはこたえた。下宿には扇風機もなく、寝苦しい毎日がつづいた。図書館のクーラー

により、なんとか寝不足の夏を乗り切り、2回目の入試でようやく合格できた。下宿の

おばさんに涙ながらに喜んでもらえたことも忘れられない。 

半世紀前余り前のことだが、下宿から大学に行くときに通ったのが、阪和貨物線だ。

当時は長い貨物列車などもよく走っており、踏切で待たされたことを覚えている。住宅

近くを通る貨物列車から、岐阜県高山市で過ごした線路近くの生活を思い浮かべた。 

今も阪和貨物線跡を通って、昔を思い出しながら大阪公立大の図書館に通っている。 

                            (2023年 1月 18日) 


